大  町  勤  労  者  山  の  会    規  約
 ＊ この会は、大町勤労者山の会（略称：大町労山）と称し、事務局を小林源一方（℡0261-22-4622）に置く。
 ＊ この会は、長野県勤労者山岳連盟に団体加盟し、日本勤労者山岳連盟に加盟する。
 ＊ この会は、楽しく安全な登山の普及と発展に努めることを目的とする。
 ＊ 会員は、会費を納入することにより、集会や山行に参加することができる。
 ＊ この会の入会金は、1,500円とする。この会の入会金は、その会員の山岳保険 (遭難対策基金）加入金に当てるものとする。
 ＊ 会員は、労山遭難対策基金に2口以上加入することとする。
 ＊ この会の会費は、月額1,000円とする。但し、会員が1世帯で2名以上の場合は2人目以降は半額の500円とする。
 ＊ 会費納入については、3か月ごと、４期とし、3,000円を4月、7月、10月、1月の4回で納入するものとする。
 ＊ 総会は、この会の最高決議機関で年1回（原則として3月）開催し、会員の過半数の出席をもって成立し、出席者の２/３の決議より議決される。また、会員の１/３の要請があったときは、臨時総会を開くものとする。
 ＊ 会長：1名、副会長：1名(組織拡大兼務)、事務部：5名（事務部2名、財政部1名教育部2名）、機関紙編集部：2名、山行部3名（遭難対策兼務）、県連理事：１名女性部：2名、各部局はそれぞれに長を置き、その運営に努める。
　 役員任務
    会　長 ： 会全体の運営の統括
    副会長 ： 会長の補佐及び組織拡大
    事務局長： 事務局の統括 (事務部長兼務）
    事務部  ： 例会、総会、その他の行事などの運営及び事務通信
    財政部  ： 会費、入会金、その他の出入費などの会計管理
    教育部  ： 会員の技術的指導及び学習会、講習会の企画運営
    機関紙編集部 ： 機関紙、その他の出版物の発行及び配布
    山行部  ： 各山行に対する安全審査及び指導、リーダー育成、遭難対策
    女性部  ： 会、連盟における女性の立場に立った活動
 ＊ 会員は、大町労山規約に則り活動するものとする。
 ＊ 会員は、山行に際しては、付則山行規定に従い行動するものとする。
 付 則　　 山行規定
 ＊ 山行にあたっては、本会規定の登山計画書を山行部に最低2週間前に提出し、審査及び指導を受けた後、山行1週間前に事務局及び留守本部に提出するものとする。また、計画の変更にあたっても計画書を再提出し、上記手続きを取るものとし、山行中止の場合は、留守本部及び事務局へ連絡するものとする。
 ＊ 山行終了後は、直ちに事務局及び留守本部に報告し、後日報告書を山行部へ提出し、例会で報告する。
 ＊ 本会は、会員の冬季及び高山への単独及び無届山行を禁止する。（その時期及び山行については、各個について山行部が判断するものとする。
 ＊ 山行への一般(会員外）参加は、山行部の許可するもの以外は禁止とする。また、一般参加の事故及びトラブルに関しては本会はその責任を負わない。 (バスハイクは例外とする）
 ＊ 山行にあたっては、リーダー及びサブリーダーを決め、その指示に従う。リーダーの選出にあったっては、山行部と相談のうえパーティ内での適任者を当てる。（リーダーは、その山行への審査・指導に絶対の権限を持つものとする。
